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六

雑　
　
　

報

〇
地
方
独
立
行
政
法
人
宮
城
県
立
病
院
機
構
平
成
二
十
八
年
度
財
務
諸
表
の
公
告 

六

〇
地
方
独
立
行
政
法
人
宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院
平
成
二
十
八
年
度
財
務
諸
表
の
公
告 

六

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
三
号

　

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
改
善
に
必
要
な
措

置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
の
で
、
同
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

事
業
者
の
名
称
等

事
業
者
の
名
称

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

有
限
会
社
灯
の
家

有
料
老
人
ホ
ー
ム

多
機
能
ホ
ー
ム
虹
の
丘

大
崎
市
鹿
島
台
平
渡
字
吹
上
十

六
番
地
一

二　

命
令
の
内
容

　

１ 　

家
賃
、
敷
金
及
び
介
護
等
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
必
要
な
費
用
以
外
の
権
利
金
そ
の
他
の
金
品
を
受
領
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
職
員
に
対
し
研
修
を
実
施
す
る
等
法
令
遵
守
を
徹
底
す
る
こ
と
。

　

２ 　

日
常
生
活
上
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
預
り
金
と
し
て
受
領
す
る
際
は
、
必
要
以
上
の
金
品
を
受
領
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
複
数
の
職
員
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

三　

命
令
年
月
日

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

石
巻
市
雄
勝
町
雄
勝
字
船
戸
神
明
一
七
の
五

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

潮
害
の
防
備

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
五
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
漁
業
権
を
次
の
と
お
り
免
許
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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漁
業
種
類
，
漁
業
の
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〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
九
八
号

牡
鹿
郡
女
川
町
御
前
浜
字
松
葉
四
二
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
御
前
浜
字
御
前
一
一
七
番
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年

十
月
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
七
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

項

縦
覧
場
所

蕪
木
沢

土
石
流

登
米
市
豊
里
町
蕪
木

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
東
部
土
木
事

務
所
登
米
地
域
事

務
所

大
沢
１

土
石
流

登
米
市
豊
里
町
大
沢

笑
沢

土
石
流

登
米
市
豊
里
町
笑
沢

大
沢

土
石
流

登
米
市
豊
里
町
大
沢

南
竹
の
沢

土
石
流

登
米
市
豊
里
町
竹
ノ
沢

北
竹
の
沢

土
石
流

登
米
市
豊
里
町
竹
ノ
沢

佐
野
沢

土
石
流

登
米
市
豊
里
町
白
鳥
山

寿
崎
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
寿
崎

後
沢
田
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
後
沢
田

中
沼
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
中
沼
田

蕪
木
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
蕪
木

蕪
木
の
４

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
蕪
木

鳥
越
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
鳥
越

鳥
越
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
鳥
越

保
手

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
後
沢
田

杢
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
杢
沢

免
許
番
号

名
称
，
漁
業
の
時

期
，
漁
場
の
位
置
及

び
区
域
　
　
　
　
　

制
限
又
は
条
件

存
続
期
間

漁
業
権
者
住
所
氏
名

区
第
2665号

平
成
29年
９
月
１
日

付
け
，
宮
城
県
告
示

第
762号

の
内
容
の

と
お
り

同
左

同
左

石
巻
市
開
成
１
番
27

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

区
第
3147号

同
上

同
上

同
上

石
巻
市
開
成
１
番
27

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

区
第
3148号

同
上

同
上

同
上

石
巻
市
開
成
１
番
27

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

区
第
3149号

同
上

同
上

同
上

石
巻
市
開
成
１
番
27

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

区
第
3150号

同
上

同
上

同
上

石
巻
市
開
成
１
番
27

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

区
第
3418号

同
上

同
上

同
上

石
巻
市
開
成
１
番
27

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

区
第
3419号

同
上

同
上

同
上

石
巻
市
開
成
１
番
27

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

区
第
3420号

同
上

同
上

同
上

石
巻
市
開
成
１
番
27

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

区
第
3506号

同
上

同
上

同
上

石
巻
市
開
成
１
番
27

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
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杢
沢
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
杢
沢

杢
沢
の
４

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
杢
沢

杢
沢
の
５

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
杢
沢

竹
ノ
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
竹
ノ
沢

竹
ノ
沢
の
４

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
竹
ノ
沢

竹
ノ
沢
の
５

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
竹
ノ
沢

竹
ノ
沢
の
７

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
竹
ノ
沢

竹
ノ
沢
の
９

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
竹
ノ
沢

笑
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
笑
沢

平
林

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
平
林

山
根
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
山
根

山
根
の
４

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
山
根

山
根
の
５

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
山
根

山
根
の
６

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
山
根

山
根
の
７

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
山
根

山
根
の
８

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
山
根

迫
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
迫

佐
野

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
佐
野

山
根
の
９

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
山
根

山
根
の
11

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
山
根

白
鳥
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
白
鳥
山

山
根
の
12

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
山
根

大
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
大
沢

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
八
号

　

南
三
陸
町
か
ら
志
津
川
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

志
津
川
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

志
津
川
東
団
地
（
東
）
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
九
号

　

南
三
陸
町
か
ら
志
津
川
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

志
津
川
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

志
津
川
東
団
地
（
西
）
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
号

　

南
三
陸
町
か
ら
志
津
川
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。
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平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

志
津
川
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

志
津
川
中
央
団
地
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
一
号

　

南
三
陸
町
か
ら
志
津
川
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

志
津
川
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

志
津
川
西
団
地
（
西
）
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
二
号

　

南
三
陸
町
か
ら
志
津
川
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

志
津
川
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

志
津
川
西
団
地
（
東
）
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
三
号

　

南
三
陸
町
か
ら
志
津
川
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

志
津
川
都
市
計
画
用
途
地
域

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
四
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
鶴
田
川
沿
岸
土
地
改

良
区
役
員
の
就
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

髙　
　

橋　
　
　
　
　

彰　
　
　

　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日

髙　

橋　
　
　

久

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
宮
田
三
十
二
番
地

理

事

公　
　
　

告

〇
県
営
下
志
田
地
区
土
地
改
良
事
業
農
村
地
域
復
興
再
生
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
（
経
営
体
育
成
型
））

計
画
の
変
更
に
当
た
り
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

協
議
を
行
う
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
土
地
改

良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
に
意
見
が
あ
る
者
は
、
宮
城
県
知
事
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　

 　

県
営
下
志
田
地
区
土
地
改
良
事
業
農
村
地
域
復
興
再
生
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
（
経
営
体
育
成

型
））
変
更
計
画
概
要
書

二　

縦
覧
期
間
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平
成
二
十
九
年
十
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
一
月
八
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

大
崎
市
役
所
、
大
崎
市
鹿
島
台
総
合
支
所
及
び
松
島
町
役
場

四　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

１　

提
出
期
限　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
八
日

　

２　

提
出
方
法　

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所
長
宛
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

送
付
先　

〒
九
八
九

－

六
一
一
七　

宮
城
県
大
崎
市
古
川
旭
四
丁
目
一
の
一

　
　
　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
ｎ
ｈ

－

ｎ
ｎ
ｂ
ｋ
ｓ
＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
．
ｌ
ｇ
．
ｊ
ｐ

　

３ 　

意
見
書
の
様
式
等　

様
式
は
任
意
で
す
が
、
言
語
は
日
本
語
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
氏
名
（
法
人
名
）
及
び
連

絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４ 　

意
見
書
の
取
扱
い　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
は
、
大
崎
市
役
所
で
縦
覧
に
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ

れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、
個
別
に
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。

　

５　

そ
の
他　

電
話
に
よ
る
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
県
営
青
生
地
区
土
地
改
良
事
業
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
（
経
営
体
育
成
型
））
計
画
の

変
更
に
当
た
り
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を

行
う
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
土
地
改
良
事
業

変
更
計
画
の
概
要
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
に
意
見
が
あ
る
者
は
、
宮
城
県
知
事
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　

 　

県
営
青
生
地
区
土
地
改
良
事
業
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
（
経
営
体
育
成
型
））
変
更

計
画
概
要
書

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
一
月
八
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

美
里
町
役
場
及
び
大
崎
市
役
所

四　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

１　

提
出
期
限　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
八
日

　

２　

提
出
方
法　

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所
長
宛
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

送
付
先　

〒
九
八
九

－

六
一
一
七　

宮
城
県
大
崎
市
古
川
旭
四
丁
目
一
の
一

　
　
　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
ｎ
ｈ

－

ｎ
ｎ
ｂ
ｋ
ｓ
＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
．
ｌ
ｇ
．
ｊ
ｐ

　

３ 　

意
見
書
の
様
式
等　

様
式
は
任
意
で
す
が
、
言
語
は
日
本
語
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
氏
名
（
法
人
名
）
及
び
連

絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４ 　

意
見
書
の
取
扱
い　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
は
、
美
里
町
役
場
で
縦
覧
に
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ

れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、
個
別
に
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。

　

５　

そ
の
他　

電
話
に
よ
る
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

気
仙
沼
市
赤
岩
杉
ノ
沢
十
二
番
一
、
十
五
番
一
、
十
六

番
一
、
十
七
番
一
、
二
十
番
一
、
二
十
一
番
三
、
二
十
一

番
四
、
二
十
一
番
六
、
三
番
十
の
一
部
、
八
番
十
二
の
一

部
、
一
番
地
先
の
道
の
一
部
、
二
番
二
地
先
の
水
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

栃
木
県
小
山
市
大
字
卒
島
千
二
百
九
十
三
番
地

 

株
式
会
社
カ
ワ
チ
薬
品　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

登
米
市
迫
町
北
方
字
鼠
田
六
番
一
の
一
部
、
六
番
三
の

一
部
、
六
番
四
、
六
十
六
番
一
の
一
部
、
六
十
六
番
三
、

六
十
七
番
一
の
一
部
、
六
十
七
番
三
の
一
部
、
六
十
七
番

四
の
一
部
、
六
番
一
地
先
の
水
の
一
部
、
同
字
大
洞
七
十

二
番
の
一
部
、
七
十
四
番
の
一
部
、
七
十
五
番
の
一
部
、

七
十
六
番
の
一
部
、
七
十
七
番
、
七
十
八
番
、
九
十
一
番

の
一
部
、
九
十
六
番
、
九
十
七
番
三
、
百
番
の
一
部
、
百
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二
番
二
の
一
部
、
百
三
番
一
、
百
三
番
二
、
百
四
番
一
の

一
部
、
百
四
番
二
、
百
四
番
三
、
百
四
番
六
、
百
四
番
七
、

百
四
番
八
、
百
四
番
九
、
百
四
番
十
、
百
四
番
十
一
、
百

四
番
十
二
、
百
五
番
一
、
百
五
番
二
、
百
五
番
三
、
百
五

番
四
、
百
五
番
五
、
百
五
番
八
、
百
五
番
九
、
百
五
番
十
、

百
五
番
十
一
、
百
五
番
十
二
、
百
五
番
十
三
、
百
五
番
十

四
、
百
五
番
十
五
、
百
五
番
十
六
、
百
五
番
十
七
、
百
五

番
十
八
、
百
五
番
十
九
、
百
五
番
二
十
、
百
五
番
二
十
一
、

百
五
番
二
十
二
、
百
六
番
、
百
七
番
、
百
八
番
、
百
九
番
、

百
十
番
一
、
百
十
番
二
、
百
十
一
番
、
百
十
二
番
、
百
十

三
番
一
、
百
十
三
番
二
、
百
十
三
番
三
、
百
十
四
番
一
、

百
十
四
番
三
の
一
部
、
百
十
四
番
四
、
百
十
五
番
、
百
十

六
番
、
百
十
七
番
、
百
二
十
一
番
一
の
一
部
、
百
二
十
一

番
二
、
百
二
十
一
番
三
、
百
二
十
一
番
四
、
百
二
十
一
番

五
、
百
二
十
二
番
一
、
百
二
十
二
番
二
、
百
二
十
三
番
一
、

百
二
十
三
番
二
、
百
二
十
三
番
三
、
九
十
七
番
三
地
先
の

道
の
一
部
、
百
三
番
二
地
先
の
道
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

 
登
米
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
二
号

　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
二
日
執
行
の
宮
城
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
（
名
取
選
挙
区
）
に
係
る
公
職
選
挙
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
選
挙
人
名
簿
選
挙
時
登
録
の
基
準
日
を
次
の
と
お
り
定

め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　

選
挙
時
登
録
の
基
準
日

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
二
日雑　

　
　

報

〇
地
方
独
立
行
政
法
人
宮
城
県
立
病
院
機
構
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
報
掲
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
冊
そ
の
一

の
と
お
り
地
方
独
立
行
政
法
人
宮
城
県
立
病
院
機
構
平
成
二
十
八
年
度
財
務
諸
表
を
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

地
方
独
立
行
政
法
人
宮
城
県
立
病
院
機
構　
　
　
　
　
　

 

理 

事 

長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

茂　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
地
方
独
立
行
政
法
人
宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
報
掲
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
冊
そ
の
二

の
と
お
り
地
方
独
立
行
政
法
人
宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院
平
成
二
十
八
年
度
財
務
諸
表
を
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

 

地
方
独
立
行
政
法
人
宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院　
　
　
　
　

 

理 

事 

長　
　

林　
　
　
　
　
　
　
　

富　
　
　


